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気 管 枝 結 石 ノ ー一例 二 就 テ

(7月16日 受 令頁)

神奈川縣警友病院内科(主任 大森教授)

騒 士 佐 藤 善 一 郎

1,緒 言

口腔 ヨリ喀 出 サレル結 石 トシテノ＼ 唾石、扁桃

腺結石、歯牙 ノ破片 等 アル ガ、 稀 二所謂肺石、

即 チ気管枝結 石 ガアル。.__.般二肺實 質及 ビ、気

管枝腔 内 ニテ成立 サ レタ凡テ ノ固形物 ラ肺 石、

叉 ハ氣管枝結 石 ト総構 サ レテ居 ル檬 デアル。此

ノ氣管枝 結石、肺石 ノ・病理解剖 上Z遭 遇 スル

モ ノデ アルガ、臨休 上経験 スル コ トノ・極 ク稀 デ、

本邦 二於 テモ 天野氏外8例 二過 ギヌ。(文 献 、

1.2.3.4.5.6.7.8.)欧 米 ノ例 テ合併 シテモ、其 ノ

撒30二 充 タヌ。 即 チ彼 ノFox(10)ノ 云 ツタ様 二

「ソノ1例 ニチモ報 告 ノ償値 アリ」ト信 ズルが故

二、 ソノ1例 テ追加 スル。

双 症 例

患者。一 妻 女、29歳 。

主訴。石灰様 ノ小豆大 ノ異物 が喀 出サ レル。

家族歴。夫 ノ・健 在 デ、同胞 ノ・6人 デアルが兄1

人 が肺結核 デ死 亡 シテ居 ル。子供 ノ・3人 デ共 二

健在。父 ノ・胃癌 デ死 亡 シテ居 ルが母 ノ・健在 デア

ノレo

既往症拉 二現病歴、 幼少 ノ頃 カラ神経 質 デ 汽

車、電車 二酔 ヒ易 ク、15歳 ノ時 二兄 ノ肺結核 ラ

看護 シ退勢 ノ爲 力、右 ノ胸部 二鈍 痛 ラ蜀 エ タ ノ

デ1或 ル轡 師 ノ診察 ラ受 ケ「肋骨 カ リエ ス」デア

ル カラ、早 ク切除 テセ ヨ ト勧告 テサ レタ。然 シ

何 ントナク氣 ガススマズ 其 ノ儘 放置 シテ 居 タ

ラ、何時 トナク惨痛 ガナ クナ ツテ シマ ツタ。

19歳 ニテ健 康 ナ男子 ト結婚 シテ、現在 マデ3度

出産 ガ アツ タ。

27歳 ノ春、何 ノ誘 因 モナ ク突 然歩行中 二喀血 ガ

アッ タノデ、本院 テ来訪 シタ事 ガ アツタ。(昭和

12年2月5日)

其 ノ時 ノ診 断 ノ・、 左肺上葉浸潤。 膿 温36度8

分 。脈臆100。 左 胸部背面上部 二有響性 ノ曝者

ガ アツテ、 両側扁桃 腺 が肥大 シテ充血 シテ居 ツ

タ。直 チニ本院 へ入院 シタガ、軽度 ノ喀血 が頻

々 トア リ、 止血 シナカッ タノデ入院偉 力1日 デ

某病院 へ轄 書 シテ、約2ケ 月間入院加 療 シ、大

慶 ヨクナツテ退院 シダ ト云 フコ トデ アル。

昭和12年2月5日 ノ「レン トゲ ン」寡 眞。(附囲、

2)

心 臓 ノ・尋 常大 デ異 常 ラ認 メナ イ。一般 二左肺 ノ・

右腕 二死 シテ肺紋 理 が増強 シテヰル。就 中左 肺

門 ヨ リ肺尖 二向 ツテ雲架状 ノ濃 イ陰=影ガ アル。

コ ノ陰影 ノ中 二境 界明確 ナ、小指頭大 ノ不整形

ナ3箇 ノ肺門淋 巴腺様 ノ石灰 化像 が 認 メ ラレ

ノレ0

28歳 ノ時、狸紅熱 二罹患 シ、同年暮肺尖加 答児

ノ診断 ノ下 一人 工流産 テ施行 シタ。

昭和14年2月7日 、何等 ノ誘 因 モナ シニ、突然

咽喉部 二異物 感 ガ アリ、績 イテ刺戟性 ノ咳漱、

少量 ノ喀血 ト共 二略Z尖 ツタ灰 白色 ノ硬 イ異物

1箇 ラ喀出 シタ。蝕 リ不 思議 ナ ノデ歯 デ噛 ンデ

ミタラ、 砂粒 様 ノ細片 トナ ツタ。
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翌日再ビ同様ノ異物１箇が、喀痰ト共二喀出サ

レ･タガ、此ノ時ニハ績イテ相常ナ喀血ガアツテ

ナカナカ止ラナカツタ。

２月９日、前記ノ異物喀出ヲ主訴トシテ本院テ

訪レタ、、

顛温37度２分、左肺脊面上部二有響性ノ羅音

少数聴取サレル。気管枝結石ノ疑診テ置イテ、

結石が喀出サレタ時ニ・ヽ持參スル様二注意シテ

置イタ。

約２ヶ月後ノ４月初旬頃カラ後頭痛、鮮血ガア

ツテ、夕刻二微熱ガアルノデ、４月20日、本院

ヲ･訪1ノヨウトシテ電車二乗ツタ時、動懲ノ篤カ

急二寒感ガシテ、咽頭部二異物感ガアリ、刺戟

性咳楸ト共二附圖（１）ニ示ス様二結石が喀出サ

レタ。此ノ結石ノヽロノ中デ自然二割レタ様ナ感

ジガアツタト。喀血ハ全クナカツタ、、

４月20日ノ現症。顛格中等度、皮下脂肪ノ稜育

良好デ。顛重58厄、顔色少シク蒼白デアルガ、

可覗粘膜二貧血ヲ･認ｊラレナ４．脈傅80、整。

緊張良好。血眼ハ最高118―最低72．瞳孔ノ對

光反射正常。薄イ白色ノ舌苔ガアリ、頚部淋巴

腺ハ腫脹シテ居ラタ、、

胸廓ハ左右同形、心臓ハ正常大、第二肺動脈晋

が少シ充進シテ居ルガ心音ハ清純。肺肝境界ノヽ

右第六肋間腔。肺臓ハ左肺前面上部が打診上少

シク短、聴診デハ少数ノ有響性ノ羅音が聴取サ

1ノル。左肺背面八一般二呼吸晋が微賜デアル。

腹部二異常ガナク、四肢ノ反射モ正常デアル。

常院耳鼻科領域ノ診察ニテヘ鼻腔、口腔、モ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー

ルガエー氏省二結石ノ喀出サンタ形跡ハナイト

ノ事デアル。

マントー氏皮内反鹿24時間後２．２ ×２．５糎。喀

痰ハ白色粘液性デ幾同ノ結核菌染色－テ常二陰

性デアツタ。

血液ハ、血色素81X(デーリー)、赤血球数425

萬、白血球散8200、中性多核白血球悍状核７％、

分葉核58が、淋巴球25％、盛基性嗜好白血球

ナク、｢エオジン｣嗜好細胞１χ、｢モノチ４テ

【第17巷

ン」９％。

赤血球沈降速度ノヽ、30分19、1時間42、2時

間74、24時間116、中等價39.5,

昭和14年４月20日（喀石咳出後）ノ「l／ツトゲ

ン」所見。

（附圖３）。透覗ニテ。・ヽ左右ノ横隔膜ノ運動ハ共

二正常デアツテ、心臓・ヽ大キサ尋常デ勝動二愛

リガナ４．肺ハ雨側共二第二肋骨ヨリ上方が少

シ暗イ。

「フィルム」ニ於テ興味アル事ハ、２年前二撮影セ

ル際二左側肺門陰影中二明暗二認ｊラレタ小指

頭大ノ３箇ノ肺門淋巴腺様ノ石灰化像ノ中、第

三肋軟骨ノ胸骨へ附著スル部分ニアツタ１箇が

消失シテ居ル。且ソノ跡が少シク不規則不鮮明

ナ陰影ヲ･残シテ居ル事デアフレ。

勿論此ノ１箇ノ逸脱シタ石灰化像が、直チニ喀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

｜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　

㎜

出サ1゛タ気管

耘

結石デアルト断定スル事ハ出来

ナイガ、喀出前ノ「フ47レム」ト比較シテ上記ノ石

灰化像が喀出サレタ気管枝結石ノ一部分デアル

ト云フ推定テ否定スルワタユノ’ヽユカヌ。該結石

が気管枝内壁二登生シタモノデアルカ、叉ノヽ肺

資質二登生シタモノデアルカヲ、「レントゲン

フバレム」ニテ断定スル事ハ不可能デアルケlノド

モ、天野氏（6り云ツテ居ル様ニ、肺資質二成生

サレタ結石モ必ズ一度ノヽ気管枝腔へ遊離サl／

テ、然ル後喀出サレルモノデアルカラ、雨者チ

臨休上匯別スル必要ハナイト思。バレル。

結石ノ性状。（附圖１）喀出サンタ結石ハ合計４

箇。灰黄色デ表面粗借、石様ノ硬度ダアル。最

大ノモノ､ハ細長ク、鞍状デ0．4×0.25×0．2糎。

重量0．023瓦。

２條ノ白色ノ繊維テ附著シテ居ル。他ノ１箇･ハ

前者ヨリ略ｌ圓形デ白色、０．３×０．２×０．２糎デ

アル。残りノ２箇ハ砂粒大ノモノデアツテ、何

1ノノモノユモ血斑、表皮細胞、結核菌ヲ･附著シ

テ居ラナ４．

濃盛酸ニテ泡沫テ出シテ溶解スル。故二石灰デ

アノレト思ノ｀レノレ。

　

ｌ
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Ill文献址二考按

　

気管枝結石二就･1テノ文畝ハ誠二少･1。木邦ニ

　

於テモ内科亭話書ノ中、項目リ別ケテ記載シテ

　

居ルノハ、目乍内科全書ジノミデアル。‘1レニ

　

法レバ気管枝永ぶ石テ狭義二解ｼ、気管枝内二於

　

テ形Ｇサt/･リデiｦ･ノぇ気管枝結石ト謂ヒ、肺几

　

気管枝淋巴腺ノ結Ｇノ気管枝内二潰破シタモノ

　

ヲ･除イテ居ﾉﾚ様デアルガ、一般ニハ喀庚ト共ニ

　

喀出サレル結fD肺石、叉ハ気管枝結石卜柵シ

　

テヰル収デアルゾ几、

　

堀田氏（lり､最近東京醤事新誌ニテ、詳細ニ気管

　

枝結石ニ就イテ論ジテ叫ル。

　

Friinkeド尚気管枝結石ノ成因ニ就テ、

　　

1･

　

草ナルfﾆi灰石。七トシテ肺結核ニ起ルモ

　

ノデ、乾酪岩、気管枝淋巴腺ノ石灰化、肺空洞

　

ノ中一生ズル石灰化物等デアルo

　　

2･気管枝ノ

【第17巻

空洞内二於テ形成セうレタ結石ハ、表面が滑渫

デアルガ、結核性病皆ヤ淋巴腺ノ乾酪吉カラ形

成サレタモノハ、表面が粗借デアルトHosslin 'y'

ハ云ツテ叫ル。木例二於テハ表面粗彩デアリ斂

簡ノ細片lヽナツテ喀出サレタモノデアルカラ淋

巴腺ノ乾酪吝カラ由来シタモノデアラウト思・ヽ

レルｉ

淋巴腺ノ石灰化シタモノガ、結Ｇトシデ喀出セ

ラノレノレ経路ケ完ツ石灰化シ到林巴腺附近ノ気管

枝壁モ共二乾酪性噫化ラ起シ組織が座朽シテ居

ル、コノ時軽度ノ刺戟例ヘバ、咳楸、深呼吸、

身醵ノ劇動等二依ツテ疑性二陥ツタ気管枝壁が

破レテ二次的二石灰化サレタ淋巴岩が気管枝腔

へ遊離ソヽルモノト考ベクレル。故二多クノ場合

組織ノ損傷ヲ来スカラ、多少ノ喀血ガアル。木

例二於テモ少量ノ喀血テ件ツテヰル。時ニハ大

喀血ノ篤二死二至ルjiサヘアルト§胃フo

　　

。

結fﾆiノ診断。鼻腔、咽喉、口腔二結石ノ形成ガ

ナク、胸内苦悶、喀血、痙挙的咳瞰ヲ件ツデ結

石が｀喀出セラレタ場合ハ気管枝結石ナ乍事が明

カデアル。

　　　　　　

I｀

本例ノ如ク結石喀出前後ノ｢レントゲン｣寫前モ

結Ｇノ'診ぼノ補助トナリ得ル。気管枝鏡子ラ｀気

管枝内Ｊ=・アル結Ｇヲ確認シ得ルコトモアルで12)。

Fleischnerヘノ例ハ32歳ノ男子デ急二慨熱シタ

認ニＸ線撮影ヲ施行シ、右肺門部ヨリ周逡二肺

炎疆ノ陰影ガアリ中心二揖指頭大ノ石灰化像ガ

アツタ、敬日後土結石列客出シタ、ソノ時ノＸ

線寫兵デハ前記ノ肺炎皆ノ陰影が全ク流失シうｰ

居ツタ。

然シ確賢二気管枝結石ガアツテモＸ線寫具デ陰

丿彭ヲjQノ｀サナイ』菊合モアルけ1ｕ‘'り。

一-般二気管枝結石へ胆石二比シテＸ線ニョリ

陰影列乍り易ク、特二桂酸盛類サ含有シテ居ル

時ハ著明デアル(17JI。

結石ノ性状。

　

多クハ碗豆大ヨリ帽針頭大デアル

ガ、時ニ３瓦大ノ結石サ喀出スル事ガアル。形



ﾉ｀ヽ｢クローバー｣状、圓形、樹枝形等多種多様デ

アル。表面ハ多ク粗楷デ、灰白色ノコトガ多ク、

時二血液、色素、｢コレステリン｣、炭素末ヲ附

著シテ居ル事ガアル。本例ニテハ２條ノ繊維ヲ

附著シテ居ル。

気管枝結石ノ･ヽ多ク数同二渉ツテ喀出サレ本例モ

前後３同結石ヲ喀出シテ居ルBickel u. Gru-

ｍａｃｈ(18)ノ例ハ数ケ年間約10箇ヲ･喀出シテ居ル。

散ノヽ多クハ1、2個乃至数個デアルガ時ニElliot

萌ノ例ノ如ク５、６個喀出ノ記録サヘアル。

喀出ノ頻度ハScheｒｅｒ(13)ノヽ1．6000人中結石喀

出ノ既往歴ノアルモノ21人デアルト、本院二於

テモ開院以来満６年ニナルガ本例唯１例アルノ

ミデ｀アノレｏ

結石ノ組成。多ク｡ハ｢燐酸石灰｣、｢炭酸石灰｣ヨ

リナル。次４デ｢修酸Ｇ灰｣、｢マグネシウム｣、

｢珪酸｣、｢ヒ。1ノステリン｣ヲ含有ス。組織學的ニ

ノ｀ヽ無構造ノ場合多ク、時二骨様組織テ有シテ居

ルコトモアル(15)。

結石喀出時ノ症状拉二合併症。本例ノ如ク刺戟

性咳楸､多少ノ喀血、咽喉部異物感テ伴ツテ喀出

スルノガ普通デアルガ、結石喀出前ハ刺戟性咳

楸劇シク豊熱シ時ニハ寒感戦慄ヲ件フ事ガア

ル。結石喀出後ハ上記ノ症状が急速二消失スル

コトガアルノデSteinastlma, Bronchialkolik,

Crisis bronchithiques ト将セラt／ル(18)。

非結核性ノ患者二気管枝結石が存在スル篤ニ、

微熱、喀血咳漱が長年月存在シ篤二結核ト誤ラ

1／ルコトガアル。 Pseud ophthiseト云ハレテ居

ル。然シ例へ結石が存在シテモ気管枝腔二澄離

シテ来タ時ニハ多ク・ヽ無症状デ経過スル。

気管枝腔二結石が遊離シテ栓塞シタ場合ダヽ、以

下ノ肺組織ノ攘張不全ヲ来シ化膿菌が合併シ肺

壊疸、膿胸トナル(16)。

結石が吸引サレタ場合ハ吸引性肺炎ヲ･起シ高

熱、咳楸劇シク重篤ナ症状ヲ起スコトガアル。

遊離シタ肺石が肋膜腔、腹腔二侵入シ、時ニハ

縦隔膜内テ上昇シテ咽頭部二穿孔スルコトガア

治療。特別ノ療法ハナイ。對症的二登熱、咳楸、

喀血ノ處置ヲ施フ、グケデアル。タグ多クダヽ喀血

ヲ･件ツテ異物が喀出サ1ノルノデアルカラ、患者

ノ驚キハ一通りデナイ、故二気管枝結石ノ何タ

ルカヲヨク納得サセルコトガ肝要デアル。

気管枝鏡ニテ結石ヲ･摘出スル方法モアルガ、賓

際ニハ用ヒラレナイ。

Ｚｉｃｋｇｒafr(2o)・ヽ気管枝結石ダヽ多ク珪酸盟類ヨリ

成立シテ居ルノデ、珪酸盛類ノ投奥が肺結核ノ

治療二良好ナ結果ヲ'斎スト云ツタガ、多クノ先

人ニョリ否定セラレテ居ル。

IＶ．總

　

括

肺結核ノ既往症ノアル29歳ノ女ヨリ喀出セラ

レタル、気管枝結石ノ１例月

ノ｢レントゲン｣寫具ヲ圖示シマシタ。喀出後ノ

｢1ノントゲン｣寫具デ・ヽ左肺門ノ淋巴腺様陰影ノ
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喀出サレタ結石ハ４箇、中最大ノモノニ．・ヽ2條

ノ繊毛ヲ･附著シテヰル．

摘筆々レニ営リ．警友病院院長大森憲太教授、

石田慶大助教授ノ御指導御校閲ヲ深謝致シマ

スｏ
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